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夢1葦 序  

環境放射能軋定の目的は，人の被曝を評価することにある。外部被曝は主としてガンマー線の測定  

によ少評価されるので，ここでは内部被曝との関連だけに限る。内部被曝は，環境物質中の特定の放  

射性核種の濃度を判定しない眼力，定量的な評価はできない。しかし，個々の放射性核秤の環境中濃  

度の測定には時間と労力を必要とするために，環境への放射性物質の放出状況や軋定の目的によって  

は，これを簡略化して迅速に概略の情報を得る必要が生ずる。この目的に従来エく使われてきた方法  

が全ベータ放射能の測定である。   

天然および人工放射性核種の多くはβ線を放出する。全ベータ放射能測定は，試料からのβ線をエ  

ネルギー区分なしに勘定し，カリウム，ウランなどの放射能との比較によカ，試料中の放射能をキュ  

ーリ単位で示す方法である。す夜わち，核種は同定されなくとも崩壊数が一応求められることになる。  

本来，梓種が不明であれば，崩壊数を濃密に求めることはできない。しかし，β線の測定においては．  

α辞，軌道電子捕汚からくる放射線，ならびにr線を測少込むことは少ないので，苦るしく妥当性を欠  

くことはない0  

全ベータ放射能の測定値に影響する因子として，試料のβ線の放出割合，β線のスペクトルが連続  

であること，校正線源の選択，軋定器の選択とその特性，試料の自己吸収夜どがある。このうち一部  

は補正によって改善できる0 しかし，人工放射能を検知するのに妨害となる最大の原因は，試料に含  

せれる自然放射能（カリウムー40，ウラン．トリウム系放射性核種）の寄与である。従来の全放射  

能削定法（1963）に示されている全ベータ放射能測定結果はカリウムの化学分析値から推算した   

カリウムー40による寄与を差し引いて表示していたが，この推算には大き夜誤差が合せれ，手数が  

かかるわカには有効とは思われないので，このような差し引きを行わず，自然放射能による寄与も  

含めて表示することにした。  

本法の結果を不確定にする要素はこのように多ぃが，全ベータ放射能測定はその使用目的さえ選べ  

ば，充分有用な結果を供し得るものである。ただし，トリチウムや炭素－】4などの軟β線の核種が  

多く含まれる試料を測定する場合には不適当であるので，その点は充分注意する必要がある。   

考えられる目的としては，（l）核種分析などの精密な測定をすべきかどうかの判断のための材料の提  

供，（2）法令などに規定された基準レベルを越えたかどうか判断のための材料の提供，（3）特定対象の放  

射能レベルの時間的ならびに空間的な変動悼向の監視，例えば放射性廃棄物による汚染レベルがどう  

変動しているかを見ること，（4）環境をどの放射能の推移状況などの概略に関し，公衆への情報の提供  

充どが挙げられる。  

しかし，本法は線量推定及び施設寄与分の低レベル放射能を検出するものについては適当でない。  

測定対象が地理的ならびに種類上限られた範囲のものであれば，上記の目的での全ベータ放射能測  
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定の有用さが増してくる。そのエうな制限が測定の比較の際，不確定要素をへらすことになるから   

である。   

本法は簡易であることから，手順の少ないとぃう意味で再現性または安定性の良好さが期待できる。  

対象物にエっては得られた結果そのませが，正確を値を示さたくとも埠則的を偶力が存在するならば，   

ある傾向を把握することができる。   

本法にエる結果が相互に比較できるもゃであるかどうかは状況にエって異怠るが，同種類の試料の  

放射能レベルの大まかな相互比較に用ぃることはできる。しかし，一股にはある一つの牒的のための  

食べ一夕放射能軋定の結果を他の目的に使用する場合には注意が必要である。なお，今回の主な改訂  

内容を付録】に示した。  
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第2葦 放射能計測基準  

al 放射能測定用試料の調製上の注意   

放射能を軋定する際に再現性がよく，かつ，相互の軋定値を比較できるような軋定借を得るため   

には，各測定試料の化学組成，形状および重量などを同一にし，吸収，散乱などに基づく誤差をで   

きるだけ少充くすることが必要である0  

2．1．】 蒸発宅間試料   

（1）液体を蒸発乾固する場合に，試料ザラを急激に熱すると乾固直前の試料が沸騰し飛散した少沸  

騰孔を生じるおそれがある。  

（2）電熱器やホットプレートをどを使用する原は，試料ザラと熱源の間に厚さ5m程度の石綿   

板を置き，その上で乾固する0  

き 

（3）上部から赤外線ランフ乾固する際は，試料ザラを大きなろ紙を敷いた石綿板上におき試料  

ザラとランプ●の間を約20emあけて行う。   

（41クリービングを防止するには，あらかじめ試料ザラの周縁にエポキシ樹脂などを塗布してお  

くとエい0  

2．1．2 灰化物試料   

（l）飛散しやすh粉末試料を試料ザラに固定するには少量の7セトンを加えて試料を懸濁させ赤   

外横ランプ1妄使用し、ランプと試料ザラの間隔を約20。mれて静かに蒸発宅間する。   
（2）乾国状態は，完全ではないので急激充振動はさけなければならない0  

2．1．3 沈殿試料  

水硬化物沈殿などの試料はろ紙を用いて吸引ろ過するが，使用するろ紙の種類によって，試料の  

洗浄の仕方や，乾燥を早めるための薬品の使用の仕方が違うので注意する必要がある0  

刷 せん維ろ紙を用いる■場合  

（1）試料膜の亀裂，剥離を防ぐには，バインダー として少量のコロジオンかセメダインのアセ  

トン溶液ないしアラビアゴム水溶液などを加えるとよい。（ただし，試料の重量を軋定しな  

い場合）  

（2）溶液よカ沈殿を生成させる場合は，沈殿条件が違うと沈殿粒子の大きさが異な摘り定値に  

影響をおよほすおそれがあるので，生成条件を同一に保つ必要がある0  

（3）沈殿をろ過する場合，沈殿がろ過器の内壁に付着するので内壁は常に乾かないようにする必  

要がある。  

1）200－250Wを使用する。  
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（4）内壁に付着した沈殿を洗い落ナには7ルコールを用いるとエい。   

（5）沈殿の乾燥を早めるために，ろ過器の洗浄を兼ねて少量の7ルコールをろ過の終カに】－  

2ml通してやるとよい。   

（6）ろ紙の乾燥は，ぬれた状節のせま沈殿をろ紙とともに試料ザラーたは試料ばさみに移し，   

試料ザラをシ†＿レ帥し石綿坂上におき，赤外碩ランプ】㌧静かに乾燥する。  
（7）試料の重量を軌定しない場合は，あらかじめ試料ザラ内に少量のコロジオンまたは卓上糊  

などを塗布しておくとよい。   

（B）メソブランフィルターを用いる場合  

一般的な試料作成上の注意は他に記したところと同じであるが，メンブランフィルターは一   

殻に7ルカリ溶液，有機溶媒，熟などに弱いので，カタログ，データを調べ，使用条件に合っ   

た種類のものを選択する必要がある。  

a2 測定の手順   

軋定には原則としてGM計数装置を使用し，その指定の使用法にしたがい，以下の手順を追っ  

て測定を行夜う0   

（1）使用僻械の型式，名称，計数台の型式，試料ザラの材質形状（内径および深さ），GM計数管  

の雲母窓の厚さ，計数台における試料ザラの位置ならびに試料の形状および重量を記発する。   

（2）比較試料を軋定し，計数装置の動作が正常か否かをたしかめる。   

（3）バックグラウンドを15分～30分間測定する。   

（4）試料を，】5分～30分間郵定ナる。   

㈲ 一連の測定の最後にふたたび／てックグラウンドを軋定し，最初の値との平均値を採用する。   

（6）試料の計数葺からバックグラウンド計数輩を差引き，真の計数率（Cpm）および標準偏差を次式  

によって求める。   

だ一訂±豊＋詔書  

ここで Ns：試料の全計数値  

ts：試料の勘定時間（分）  

Nb：バックグラウンド計数値  

tb：バックグラウンドの測定時間（分）   

（7）2．4測定結果の基準化の手続きに従って放射能（キュリー単位）を計算する。  
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之3 測定上の注意  

（1）1カ月に1回程度，計数管の始動電圧を捌け，かつプラトーがそれよ少】00V以上あること  

を確かめる。   

（2）言十数管に光線が入ると言十教室が増すことがあるのでその点に注意する。   

（3）高圧のリーク，ケーブル接続の不完全，電源からの雑音などの偽計数に注意する。   

（41雲母窓表面に呼気がかかると往々偽計数をすることがある。   

（5）計数器は，最初作動状態においてから10－30分前後に使用すること0   

備考：上述の測定手順は，バッククラウン「ド計数率20～30epm程度のGM計数管を使用し  

た場合に関するものである。充分な鉛しゃへい，有効容積の浅い計数管，また，アンチコイ  

ンシテンス・ シールドなどを使用してバックグラウンド計数率を下げた場旨，あるいはシン  

チレーションカウン∵クー，フローカウンター夜どの特殊な計数装置を使用した場合には，詳  

細な測定条件を報告書に附記する。  

2．4 測定結果の基準化   

核種不明の試料について，その放射能の絶対値を毎秒の壊変数（dps）またはキュリー（Ci）   

の単位で正確に求めることは原理的に不可能である。しかし試料相互の比較や危険度の推定をある  

程度可能にするため，便宜上天然カリウムの放射能との比較によって，次の方法を用いて基準化を  

行う。   

（1）カリウム比較試料の作製  

塩化カリウムの結晶を乳鉢にとカ，充分微粉末にしてからデシケークー中で乾燥する0この粉   

末の一定量を試料ザラに杵取し，少量の7セトンを加えて懸濁させ，静かに蒸発乾罰する0さら  

に少量のバインダー （2．1参照）を加えて粉末の移動，剥離を防ぐ。  

秤酌量は，測定しようとする試料の重量と合わせる。   

2 
比較試料放射能Nk（。。。）を次式にしたがって計算する。  

3）  
Nk＝0，9×W（W：KClのmg数）   

（21測  定  

2．2の手′眉に従い．未知試料およぴそれと同重量のカリウム比較試料の放射能を測定し，そ   

れぞれの真の計数寒n±Anおよぴnk±Ank（cpm）を求める0  

2）試料の重量がそれぞれ異なるときは，それに合わせ，数個の比較試料を作製する0  

3）川Kの天然存在比を0．0】】8舜，半威期を1．26×】09年，β線放出割合を89舜として計算す   

ると，KC11mgからの毎分のβ縁故出個数は0．887となる0  
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（3）放射能の計算   

未知試料の放射能N（dpm）を次式忙したがって計算する○  

n士dn  
N±dN ＝Nk   

nk±dnk  

＝Nk士Nk 
意〔（そ ）2＋（禦）2〕言   

N＞3dNのときは，この針軋結果を有意とみ表し，0・45  

を乗じてpCi単位に換算する。  

標準偏差は付記しない。  

N≦3dNのときは，検出されずと表示する。  

備考1．上記の方法常腐心て予想される最大の誤差は，試料をらび紅カリウム比較試料から放出さ  

れる勘繰のエネルギーの相違による自己吸収の程度の差に起因するものである0 カリウムー  

40のβ線の最大エネルギーは，1．33MeVで比較的高い。一方試料がもし混合核分裂生成  

物を含むならば，そのβ線は最大エネルギーをことにする数麺類のものの混合物であゎ，そ  

の混合比率は時間の経過とともに変化する。レ1せそれらのごく大ざっばな平均としてセシウ  

ムー137の声凄く主として最大エネルギー0．5】MgV）をとカ，カリウムニ40のβ繚  

と自己吸収の様子を比較検討した結果によれば，本方法で求められた構には2倍せたはそれ  

以上の誤差が起こわうるe以上の理由から，測定値の標準偏差を終異に付記しても意味がな  

レゝ0  

備考2 じん挨あるいは固形物の少ない雨水などのよう忙試料の重量が非常に少なレゝ際に，これと同  

重量の塩化カリウムを比較試料として使用することは，その放射能が′」、さい点から困難であ  

る0このエうを場合には，自己吸収の影響も小さいと考えられるので，比較試料として，やはカ自  

己吸収を無視しうるよう竜Uさ08もしくはRaD十E＋Fの一定量を使用することが望ま  

ししへ。  
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第3章 降水およびじん壌  

3．1 降  水   

3徽1．1 一読科採取法  

毎日一定の時刻（通常9時）に前24時間中の降水を採取し．その平均的な放射能濃度を測定  

する。  

降水試料を採取するには，第3．】凰のよう濠70A一江形放射能降永採取装置を用ぃると便   

利である。この装置は，直径252mmのステンレス製の受水漏斗，貯水びんおよび保温用のテ   

ープヒ一夕（サーモスタットがついている）からなっていて，これらが金属製の外簡忙入って   

いる。したがって冬の時期に受水漏斗に入った雪を自動的に溶かすまうになっている0この採取  

装置では降水量】mで58mlの降水を採取できる0  

この採取装置のない場合は，受水漏斗と貯水びんと組み合わせた採取器あるいはステンレス．  

ガラス，ホーロ引き金属，アクリル樹脂製をどの材質の水槽（断面積はあらかじめ軌りておく，  

深さは数】O cm以上必要である）を用いて採取する0  

これらの採取装置を設置するときに絃，地面からの飛せつが受水漏斗にÅらをいような場所を  

選ぷ0  

貯水びんは毎日一定の時刻に交換するが，大雨などで，採取時刻以前に貯水びんからあふれそ  

うになった場合は随時交換する。24時間中の降水を合わせて1日の採取量とする0  

70A－H形以外の採取器で雪を採取する場合には雪の積りた採取器を暖かい室内に持ち込み，  

自然に溶かす。  

採取した降水はよくかきまぜたのち，メスシリンダーで降水の全量を測る0  

採取量が100ml以下の場合には，その全量を蒸発ザラに移すとともに，このように降水量が  

少充い時には，貯水びんの内壁にちカが残カヤすめので，さらに貯水びんに少量の蒸留水を入れて振  

力動かしたのち，蒸発ザラに加える。加えた水の量は採取量には算入しなレ㌔  

採取量が100ml以上の場合には，よくかきせぜたのち，そのうち100mlをとる（放射能の  

低い場合には滴当にこの量をふやす），これを放射能郵定用の試料とする0  

採取が終った貯水びんは，よく洗浄したのち，蒸留水でゆすぎ翌日の使用控構えておく0  

・また，降水の有無にかかわらず，毎日一定の時刻に，受水膵斗の内面や導管に付着したちカを  

水道で洗い解しておかなければならない。  

3．1．2 誘ilj定試料の調製法  

前節の如く托してとぅた放射能測定用の試料は蒸発ザラにうつし，皿軋残留物が固着するのを  

防ぐため，あらづゝじめ試料水100mlにつき硝酸数滴を落し，次のようにして濃縮乾固する0  
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口  

金？＼  
ロ ー  ト⑳  

上部外帝③ ＼  

テープヒータ⑳  

補強リング⑨  

凄綬リング⑤  

下部舛帯⑥  

内  筒②  

⊂〉    サ       ⊂）   卜   「 A    ⊂〉   †  ▼■■  ヽ   ！  l t i  、＼＼、じト   

⑳サーヰスタブト  

／一／  

紗雨；き ケ  

⑳丁 番  
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サ ー モ   
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取付器具   

ホ ー ス⑳  A〟断面  

貯 水 楓⑳  

端 子   
取付金具㊨  

底  板⑲  

テープヒ柵夕詣  

接続リング低  

忘①  

基  台④  

Fケーブル◎  

、叫－ 
－、、   

2P－Fケーブル   

絹子断面図  

買3．1図 70A－H形放射能降水採取装置  
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（1）蒸発ザラをガスバーナーの金網せたは電熱器の上におく。（第3．2図）僅かに泡立ちする程度  

に保って約5－10mlになるせで濃縮する。このとき蒸発ザラはなるべく大きめのものを用い  

る0   

（2）次に，測定用試料ザラ（ステンレススチール製 内径25mm）を赤外線照射台の上に置き，  

赤外紡ランプを試料ザラの底面から】5～20emにをるように保ち，蒸発ザラで濃縮した試料  

水をピペットを用いて．一滴ずつ試料ザラに滞下させながら乾燥すも】誌発ザラは少量ずつの   
水で洗ぃ，洗液は前記試料ザラに合して完全に乾燥し，放射能測定用試料とする。（第3．2区り  

ガラス棒＼＼華ナ  

＝・ェ＼J  

第3．2区l 測定試料の調製法  

3．1．3 放射能の測定および計算  

第2葦放射能計測基準にしたがって紗定し，次式によカ放射能濃度を算出する0  

100 nl  
××（pCi／血1）  

2．2 2  

ここで a：1m］当bの放射能濃度（pCi／hl）  

n：試料計数賓（cpm）  

E：U308標準試料を用いた計数効賽（帝）  

a ＝   

1）この際試料ザラの底面にできるだけ一様に拡がるように注意する。  
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ヽ’：試料水量（ml）  

a′＝aXm   （mCi／k㌔）  

ここで a■：】血㌔当少の放射能濃度（mci／′払子）  

a  】ml当bの放射能濃度（pci／ml）  

m ： 降水竜（mm）  

3．2 じ ん 挨   

大気中じん挨の採取は，固定ろ紙に集じんする方法と，連続移動ろ紙に集じんする方法がある。  

固定ろ紙乗じんとしてほ，ハイポリュームサンブラー トスタブレックスなど）集じん器を用いる方  

法があゎ，これは非常に簡便であるため，電源のあるところならば任意の場所で集じんできる。し   

かし長時間の連続集じんには適さ凌い。移動ろ耗式集じん裳置ほ24時間の連続集じんを目的とし  

たものであるため，長時間の連続集じんに挿している。しかし讐集じん設備が大きく，移郵が田臭桂   

なため，集じん場所は限定される。また固定ろ紙式集じん器で連続集じんが可能なものもある。こ   

の方法で集じんしたろ紙の測定は，ハイポリュームサンアラーで集じんしたろ紙と基本的托は同一  

に扱うことができる0  

集じん後の放射能測定は，…緒に捕集される大気中の自然放射性核種の寄与が非常に大きいので，  

自然放射能以外の放射能濃まを求める場合は，その影響を除く必要がある。  

3．2．ユ 鼠走ろ紙に集じんする方法  

（1）集じん器はノ、イボリュームサンブラーを用いる。ろ親はガラスせん維ろ紙（東洋GB－100  

PまたはGELMAN glass fiber type A4in dia竜ど），または セルロースろ  

紙（東洋ろ紙のHE40など）を用いる。  

（2）集じん器の位置は地上から】m以上離して集じんする。降雨時には雨が入らないよう雨よけ  

をつける。  

（3き 集じんは30分～60分行をう。（備考ユ）  

集じん開始時割と開始直後の流量計の値を記録する。   

輔 集じん中】0～】5分間隔で流量計の値を読みとカ・次式によカ全数引量（VT）を求める0  

＝思考2）  

VT＝ vltl＋ v2t2 ＋………V ntn  

ここで vl…… Ⅴ。：流量計の値（mシ′分）  

t．‥‥‥ t。：済みとった流巌に対応する準腎（争）   

（5）集じん終了時刻を記銀する。  

㈲ 集じんしたろ紙は中央部分を測定用試料ザラ（ステンレススチール梨，内径50mm）に入る  
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よう直径5mに切力取少試料ザラに入れる。この場合集じんしたろ凝をゴム坂上に置き，ろ紙  

の中央に試料ザラをかぶせて木槌で軽くたたくと剰雇用ろ紙が打ち抜かれる。   

3．2．2放射能の測定かよび計算   

3．2．1で集じんしたろ離集じん終了後，5時間経過だてから窓直径5。mの大面積鵬型G   
M計薮管を用い，第2孝女射鮭計測基準にしたがって測定し，次式によカ放射能湊まを算出する○  

】  

）＜】02x÷×÷ （p（）i／′／m3）（備考3）  

E Vで  

4   

2．22  
a ＝  

ここで a：】㌔当ぅの放射能濃度（pCi／／／㌔）  

n：試料計数率（epm）（備考4）  

E：U308標準試料によって縛られた計数効葺（節）（備考5）  

VT：空気の全吸引量（㌔）  

備考1．集じん時間は大気中の放射能凍まと勘定器の検出限界によって決まる。普通のGM計数装  

置を用レ∵て大気中の自然放射能濃度jたはそれと同じレベルの放射能を剰定する場合，集じん  

時間は30分～60分，空気の全取引最は30㌔前後が必要である。参考までに大気中自然  

放射能の減衰の様子を頁15第3．5区Ⅰ忙示した。  

2．集じん中の空気の吸引蒐は，大気隼のじん瑛還の大小によって大きく変る。もし集じん中  

流量討の鰻東大きを変化が妾ければ，流量計の読みとカは集じん中ユ～2回でもエわ。せた  

吸引量は電源電圧によっても大きく変るので，集じん器はスライダックなどを用いて規定の  

電圧で動作させる。  

3．直径10emの集じんろ紙から乳定するのは直径5emの部分であるため4倍して補正して  

ある0  

4、集じんし麦レ薄絹季のろ紙を勘定条件を同一にしで計数した領をバンクグラウンド計数率と  

して差し引いて求める。  

5・U308標準試料は日本アイソトーブ協会を通じて入手できる0  

3．2．3 連続移動ろ紙忙集じんする方法   

長期間にわ太って連続して舞じんする場合紘，連続移動ろ紙式簸じん装置で簸じんする方法が用   

いられる。一般にこの妹じん氷解技，簸じん級全〈－ク放射能および全了ルア了一放射能を連続測  

定するための測定系をも備えてかり，ダストモニター としての機能を持っている0ろ新は東洋  

2）13貞3．4，5鴫I冊軋72け‡印叩√の洲定と校正偶の節定番膵  
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No．HE－40が用いられる。一定期間集じんしたろ紙は，せとめて灰化して比戟的長い半威期   

の核種分析用試料として用ぃることができる0  

3．3 大型水場による嘩水，自然薯下じん摸の大量採取   

3，3．1 試料採取法  

1ケ月間に地表に降下した降水と   

ち少とを大量に採取し，地表に落下   

した放射能の蓄積量を測る。試料を   

採取ナるには，第3．3図の大型水盤   

を用ぃると便利である。この水盤は  

受水面樺5000。n子深さ30cmで錆  

び帥ようにステンレス製3主なって  

いるp この水盤を高さおよそ80cm   

の鉄製わくに乗せると，排水コック   

の先がちょうど試料びんの口にくる  

水
道
コ
ッ
ク
 
 

第3．3図 57型大型水盤   

ようになってぃる。これを露場に設置  

するときは，建物や樹木の影響の左しへような地点を選び，水準器で水盤の底が水平になるように  

する。冬期には水盤の内部に電熱器を入れ，雪を溶かしたカ，試料水が凍るのを妨ぐ。電熱器の  

電熱量は，導線で室内に導いてあるスライダックで任意に変えられるようになっている。寒冷地  

では冬期には電熱器（パイプヒーター）を用いる。電熱器は水盤のほほ中央で底に触れをい程度  

の高さにおく。加熱しすぎると電熱器を鞍損したカ，永盤の塗料がはげたカナるので使用中は供給  

電圧を必要以上に上げないようにし，かつ電熱器が常に水につかっているかどうかを摂かめる。  

月の手りめにあらかじめ深さ約1cmになるように水を入れておき，】ケ月間の降水と自整落下じん   

とを受ける。この間，水盤の中の水は常に1亡m以上（電熱器を使用中のときは電熱器が水面下に  

なる程度）の探さに保っておく。この大型水盤のなぃ場合には，ステンレス，ガラス，ホーロ引  

き金属，アクリル樹脂製などの大型の水槽を用いる。断面積はあらかじめ測っておく。深さは数   

10cm以上必要である。翌月の初日に，1ケ月間の降水および落下じ人の全量を採取し，水盤の  

内面をきれい浸水で洗浄し，次の採取にそなえる。   

3．3．2 勘定試料の調製法   

試料水は全量を大型蒸発ザラ（磁製口径約30cm）で蒸発し，ほとんど乾固する。次に少量の  

3）材質はJIS G 4305 冷間圧延ステンレス辟坂，SUS304Lなどがよい。  
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蒸留水を用いて′」、塑の蒸発ザラ（払製口径約10em）に移し，砂ザラ上で乾罰する○乾固物を碑  

器の乳棒などを用いて粉末状にする。重量をはかったのち，その一部分（約0．ユg）を剰定用試  

料ザラ（ステンレス製内径25mm）にとカ，放射能測定用試料とする。残タは核種分析用試料と  

する。   

3．3．3 放射能の測定おエび計算  

第2葦放射能計測基準にしたがって測定し，次式によって放射能濃度を算出する。  

n l   
x鵬×－Xmci／k㌔）  

E W W 

llmヂ当カの放射能濃度（mCi／k汀ヂ）  

試料計数率（epm）  

U30i標準試料を用いて得た計数効率（藤）  

受水面穣（c汀戸）  

蒸発残留物全重量（mg）  

測定試料重量（mg）  

1  a＝－ 、く】03  
2．22  

ここで a  

n  

E  

S  

B  

W  

3．4 5瞬間値，72時間魔の測定と校正魔の算定   

一彼の目的綻は5時間値のみ測定すればよいが，状況常応じ，72時間僅の測定および校正値の  

算定が必要てある。   

（1）5時間値，72時間値の測定   

（i）】つの試料について．放射能の朗定は，起侶暗からの経過時間が，5時間目（4時間半～6  

時間の問であれば正確に5時間呂でなくてもさしつかえない）に1回行う。この結果を5時間  

借と呼ぷ。起算時は，野水あるいはじん境の採取が終った時刻とする0   

（ii）対象物の眉かけ上の半威期が20日以上と考えられる場合は，5時間値に加え，起算時から  

の経過時間が72鷹問目（72時間～74時間であれば正確に72時間目でなくてよい）に一  

回の剰窪値を碍ることが望ましい。  

この繹果を72時間憶という。   

（2）更 正 倦  

枝美駒の時のように，戚衰を長時間追った場合は，次の方法によカ5時間校正値，72時間校  

正値を求める。  

4）100miをとカ，放射能の測定を行った場合は  

は試料水の量である。  
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（i）一つの試料につ車て放射能の測定は起算時からの経過時間が】00時間せでは毎日ユ回，  

100時間以後では起筆障からおエそ6－8日，】4～】6日に各1回行う。  

ただし，】画目の郵定は起筆蒔から4港間単複に行う。  

（ii）陸水，じん壌の採取試料の中には，∧工放射詐のほかにラト㌧㍉トロンの崩壊生成物から   

たる自然放射能が含せれているので，それらの自然放射能の影響を取除くために，起算時後，   

5時間の俸くS時官設正値）およぴ72時間の値（72時間校正饅）をとる。  

窮3．4図のエうに片対数グラフの横軸に起算時からの経過時間を，縦軸に試料計数輩をと  

カ，上記の方法で判定した試料計数審をプロットし，各測定値の標準偏差内に入るような番   

線を引き，起算時後，5時間およぴ72時間校生悠を内挿あるいは外舞狂よって求める。  
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第3．4図 5時間校正値，72時間校正碩  

（備考） 日本における他素材近大気中には自然放射性核種のラドンが大きを日変化し査がら   

】0‾＝～］川‾9 ci／㌔のレベルで存在し，トロンがそれよカ低h値で存在する。集じん  

せたは降水かよび降下じんの際は，それらの娘核種が一緒に禰集または採取される。ラドン  

の娘核種の貴かけ上の半減期は37分，トロンのそれは約12時間である。それゆえ，起算  

時から約5時間繹過すると，ラト’ンの娘核稚は無視し碍るまでに減衰し，トロンの娘核種  
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（ThB）の寄与が大部分となる。さらに72時間を経過するとトロン娘核種も威表し，はほ   

無視し得るほどに宏る。以上のことから測定時間を前記のよう忙定めた。  

参考せでに，ガラスせん練ろ紙で6n分集じんした自然放射能の威衰の様子を第3．5図に   

示した。  

3．5 放射能調査記録例   

第3．】表，第3．2表，   

第3．3表に記鋳例を示す。  
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第3．】表 降水の放射能調査記録例  

計  数  装  置   

吾十  数  台  × × 製 B － Y 型   

使  用  計  数  管  △ △ 製 C － Z 型   

マ イ カ 窓 の 厚 さ   n O  mg／／t㌦   

窓 か ら の 距 離  Cト段 目（約00mm）   

比  較  試  料  00製U30只 （dps）   

計料 ザ  ラ の形状材質  ステンレススチール製内径25mm   担 当 者  

採水期間  降水期間  降水量  
料  測定迄  教室（除ノくソ  

採水地  
5時間値せ  

の時間  タグラウンド  

国 ‾丁ヲ  日時男   日時分  
たは5時間  備考  

計数率）  

mm   hr  ml   Cpm   Cpm   epnl／J    校正値 epm／／   

2，09．00  
】2】  00  5．8  1，260  970  3．0  17．0  

】22  
6．7  475  410  1．2  30．0  

5．09．00  

】23  
4．2   8．0   1，060  920  2．5  】1．0  



第3．2表 じん瑛の放射能調査記顛例  

計  数  装  置    0 0 製 A X 塑   

計  数  台  ×  × 製 B  Y 型   

使  用  計   数  管  △  △  製 C  Z  塑   

マ イ カ 窓 の 悍 さ   0 0 mg／cm2   

窓 か ら の 距 離  ○ 段 目 （約Omm）   

比  較  試  料  00製U308（吸収板A125mg／4m   

計料 ザ ラ の形状材質   ステンレススチール製 内径50mm   担 当 者  

採取期間  放射能濃度（pCi／㌦）  
試  計数審  

料  ンド計数率  
天  候  備  考  

番   

司 7ヲ   

厚ごて・品表孟）  
笹）                     5時間倦または 5時間校正値   72時間校正値  

72時間伸せたは  

3 匝   Cpm   Cpm   



第3・3表 降水，自然落下じん瑛の放射能調査記録例（大型水盤による）  

計  数  装  置  0 0 製 A － Ⅹ 型   
計  数  台  × × 製 B － Y 型   

使  用  言十  数  管  △ △ 製 C － Z 型   

マ イ カ 窓 の 厚 さ   0 0 mg／も㌦   

窓 か ら の 距 離  ○ 段 目（約00mg）   
比  較  試  料  00製U3q （dps）   
試料 ザ ラ の形状材質  ステンレススチール製内径25mm   

水  盤  面  碓   0000 川～   担 当 者  

試   露出期間  採取後測定  月  間  比戟試料計数率  バックグラウンド  蒸発残留  測  定  試料計数率  放射能濃度   
科  備  考  
番  ウンド計数率）  ウンド計数率）  

日時分～日時分  hr   mm  Cpm   Cpm   g   mg  et）m／供試音   

Il．】0．00  

20   ～Ⅱ1．】0．00   744（3】日）   4】   5，892±34   20．6±Ⅰ．4   】0．2   】89．7   256士4   63  

1Il．】5．00  

50   一－1．13．00   670 】4   5，783±34   20．8±1．4   9．5  219．9   18B±8   38  

試番  請出期間  採取後測定  月  間  比較試料計数率  バッククラウン  蒸発残留物  試料計数率  放射能濃度   

迄の時間  備  

科号   日時分～日時分  ウンド計数率）  ウンド計数率）  
考  

hr   mm   Cpm   epm   mg   epれ／供試量   



水   第4章 海  

海水に鉄およぴバリウムの担体を加え，塩化アンモニウムおよぴアンモニ7水で塩基性に調節して  
I 

沈殿させる秩バリウム共沈法核実験を対象とした比較的年令の若い核分裂生成物の測定法である。  

原子力施設周辺のモニタリングには鉄－59，コバルトー60，亜鉛－65，ルテ クムー106宏  

どを効率よく共沈させることができる硫化コバルト共沈法，すなわち，海水にコ′くルトを担体として  

加え，塩基性で硫化コバルトを沈殿させる方法を使う0  

4．1 試料採取法   

試料採取器，ポリエチレンバケツなどで表面水を20J以上ポリェチ．レンビンをどにくみとる。ビン   

とバケツおよび漏斗などはあらかじめ塩酸，蒸留水で洗浄したものを用いる。採水は船がとまる寸   

前に船の前部にておこなうのが望ましい（ゆき足のついている状態）。船が完全にとせると船から   

のビルジ左どが混入することがある。採水直後直ちに海水】Jにつき塩酸】mlを加える。ポリエチ  

レンビンに試料番号，採取年月日，時刻，位置，水温などを記入する0  

4．2 測定試料の調製法  

4．2．1鉄バリウム共沈法 
1）   

1．試  薬  

塩化7ンモニウム，塩化7ンモニウム溶液（2W／V節）  

鉄担体溶液（10mgFe3れ1）  

硫酸を入れたデツケ一夕中で乾燥させた結晶塩化第二鉄（特級・6水塩）12・1gをとり，  

塩酸（l＋11）に溶解し全容をメスフラスコで250mlとする。  

バリウム連体溶液（10mgB㌔‰l）  

塩化バリウム（BaCl2・2Ⅰち0）17・8gを水に溶解して全容を1Jとする。  

7ンモニ7水（1＋1）  

塩  酸（1＋1）  

】）この方法のグループ別の共沈賓は下記のとおカである0  

陰 イ オ ン  439ら  

ジルコニウム＋ニオブ 9】舜  

希土類元素  99帝  

7ルカリ土類元素  28舜  

－19－   



2 操  作  

（1）軒水試料（】J～5J）をビーカーにとぅ担体として鉄10mg，バリウム10mgを加える。  

少量の塩酸（】＋ユ）を加え傲酸性とする。塩化アンモニウムを海水】Jについて2gを加  

える0粁80℃に加熱したのち，アンモニア水（】＋】）を鉄沈殿が出始めるまで滴下ナる。  

少量の7ンモニ7水（1＋】）を過剰に加えたのち，数分間加熱煮沸したのち室温に放置し  

て沈澱をど∴ヵーの底iてしずませる。   

掛 ろ過は第4．ユ囲に示すろ過器を用ぃ，初め吸引しなぃでろ過し，沈毅はをるペくろ紙上常  

移さぬように注意しながら上澄み液を傾斜し，吸引ろ過する。ろ紙はJIS5種Bろ紙を用  

ぃる0  

（3）ビーカーの内壁に附善した沈殿は塩化7ンモニウ溶液（2W／V珍）に少量のアンモニア  

水を加えた熱水溶液で洗い出す。ビーカー・漏斗に附着した沈殿を充分に洗浄しろ紙上に移  

して最後にエチルアルコールの少量で漏斗を洗浄する。  

） 
（。）沈殿はろ紙どと第4．2図に示すろ鰍ゴさに入れ，赤外線ランプ下15～20。mの距離  

で沈殿に亀裂を生じをhよう充分注意し凌がら乾操する。  

4．2．2 硫化コバルト共沈法 
3）  

1．試  薬  

塩  軒・】ト3）  

アンモニ7水（1＋1）  

コバルト担体溶液（】0．Omg Co2＋／ml）  

塩化コバルト（CoCl2・6H20）4．04gを水に溶かして1mlの塩酸を加え100  

mlにうすめる。  

チオアセトアミド永溶液く4g／】00ml）  

特紗チオ7セトアミド（C鴫C SNH2）4gを蒸溜水に溶かして100mlとする   

2．操  作  

川】Jの濁水を採取して，ポリエチレンピンにとカ，塩酸1mlを加え実験室に運ぷ。   

（2）試料をと㌧鵬カーに移し，ポリエチレンビンを80mlの塩酸（】＋3）で洗う。洗務は試料  

2）ろ紙ばさみの寸法は各自の計測台について定める必要がある。  

3）硫化コバルト共沈法の弟沈峯は，下記のとおカである。  

てレテニウム 96象以上  ストロンチウム  

ジルコニウム＋ニオブ96辞以上  セシウム  

鉄，コバルト，亜鉛 99褒  

‡0・3舜   
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第4．2図  ろ過ば さ み  
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に合せる。   

（3）海水】Jにコバルト担体溶液1mlを加え煮沸する。  

（4）アンモニ7水（】＋】）を加えて溶液のPHを約9．7に調整し，つぃでチオ了セト7ミド   

溶液30mlを加え，よくかきまぜてから90～95●Cで2時間加熱する。  

（5）ろ過は第4，〕図に示すろ過器を用い，初め吸引しないでろ過し，沈殿はなるべくろ紙上に   

移さぬように注意しながら上澄み活を傾斜し，吸引ろ過する。ろ親は，J】S5種Cろ紙を   

用いる。   

（61沈殿はろ紅ごと測定用試料ザラ（ステンレススチール製内径25m）に移し，赤外線   

ランプ下】5－20emの距離で沈殿に亀裂を生じなぃよう充分注意しをがら乾燥する。  

4．3 放射能の測定および計算   

第2章放射能計算基準にしたがって測定，次式によって放射能濃度を算出する。  

】   

2．22  

n  

X lO2 ×－  
F: 

（pCi／ノ）  a ＝  

ここで a：】J当カの放射能濃度（pCi／J）  

n：試料計数率（cp汀レ／J）  

E：U。08 標準試料を用いて得られた計数効率（帝）  

4．4 放射能調査記録例  

第4．】表に記轟例を示す。  
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第4．】表 海水の放射能調査記鐘例  

計  数  装  置  0 0 製   A － Ⅹ 型   

計  数  台  × × 製  B － Y 型   

使  用  計  数  管  △ △ 製  C － Z 型   

マ イ カ 窓 の 厚 さ   0 0 mg／cm2   

窓 か  ら の 距 離  ○ 段 目（約00mm）  

比  較  試  料  

試料ザ ラの形状材質   

担 当 者  

試料 容量  
考   

N   E   ／   Cpm   地点番組  試料番号  緯度   経度   深度 田  採取月日  測定月日  

00村  鉄，バリウム，  
つ∩坤  25  000′  000′  ○   00   00   4   3．300士5‾7   8．0±0．5   0．5±0．】  2．05  8．4  18．0   共沈法  
500m  



第5葦 陸水1）（上水，井水，天水，河川水，  
施設排水）  

5．1 試料採取法   

下記の方法にエって試料約】∠を採取した後，ポリエチレンせたはガラスピン（ゴムせんまた法  

共せんビン）に入れ，硝酸（3＋4）2mlを加える。   

採取には，ガラス製の容量1～2gのゴムせんまたは共せんビンから成る採取器を使うのが望せし   

lハ0   

日 上水：原水，水道蛇口水の2個分に分ける。原水は取水口から採取する。原流の水量の大きい  

ものと小さいもの（小河川）との差による影響に注意する。  

ろ過場における泥物中に放射能が含せれていることがあるから，これも採取して参考資料と  

する。測定につぃては，第8章土壌，および海底堆稽物の項を参照する0  

雨の降った時刻と採水時刻を明らかにすることが望ましh。   

（2）井永：同一井戸から採取して放射能の強さの消長を調査する。  

雨の降った時刻と，採水時刻との関係を明らかにすることが望ましい0ふたの有無，井戸のく  

み上げの状態をどについて記録する。  

湧水，地下水については，井水に準じて採水する0  

（3）天水：汚染を最も注意しなければならない対象であるぐ採水は井水に準じて行う。水槽の大き  

さ蓼水量，その使用量（家族数），降力始めの雨を加えているか，いをいか竜どを記鎖する0天  

水槽また技底部に沈んだ浮遊物または沈殿物を将に採取して参考資料とする。ふたの有無，水の  

くみあげの状態などにつぃて記暮する。   

輔 河川水，薄荷水，池永：常に同一の場所の同一の深さから採永する。降雨の時刻，水量，流量  

夜どを明らかにすることが望せしぃ。   

（5）施設排水：代表的夜排水中の放射能濃度が得られるような場所と頻度で採水する。排水中の放  

射能は，法規に定められた濃度で規制されているため，それに対応する試料採取と測定をしなけ  

ればならなぃ。  

この方法による全べ岬夕放射能の測定結果はα核種を含まない未知核種の規制濃度掟対応でき   

る。ただし，トリチウム，炭素－14をどの軟β放射性核種の大部分は動定にかから妾いので充  

分注意する必要がある。  

】）塩分濃度の高いものについては海水に準ずる。  
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5．2 測定試料の調製法  

試料中の浮遊物または沈殿物の有無を観察する。  

（1）試料中の浮遊物または沈殿物が著しくないときには，よわ振力まぜて均一にした試料1Jをと   

る0この際，あらかじめ酸を加えていをい試料には，硝酸（3＋4）2mlを加える。試料水を蒸   

2） 
発ザラに移し，沸樟を避け領縮し約5mlとすもつぎに重量既知の測定用試料ザラ（ステル   

ススチール製内径25。m）に少量づつ移し，水浴上せたは赤外線ランプ3』下で乾燥する。   
蒸発ザラは少量づつの水で洗い，洗濯は前記試料ザラに合して完全に乾燥する。これをデシケー  

4 ）  

クで放冷した後，その重量をはかカ，放射能測定用試料とする  

（2）試料中の浮遊物または沈殿物が多いときには，よく振カせぜて均一にした試料1Jをとカ，あ  

らかじめ酸を加えてぃない試料には，硝酸2mlを加えた後ろ過し，そのろ液については5．2（1）に  

よって操作する。   

ろ紙上の残留物は，ろ兼とともにるつぼに入れふたをし，徐々に温度を上げ飽要に応じてふ   
たを取力除き，500℃をこえ左ぃように灰化する。冷却後，硝酸1mlを加えて水浴上で蒸発乾  

固する指留物は重畳既知の測定用試料ザラ爛し，るつぼは少量づつ水で洗唖薇蛸記の   
試料ザラに移し，水浴上せたは赤外練ランプ3』下で乾燥し，デシケーク4ちコで放冷した後，そ  
の重量をはかカ，放射能測定用試料とする。  

5．3 放射能の動定および計算   

第2葦放射能計測基準にしたがって勘定し3．1．3によカ放射能濃度を算出する。  

5．4 放射能調査記録例   

第5．1表に記轟例を示す。  

2）試料に直接風があたらないように蒸発ザラの上部を扇風器で通風する。あるいは，フラスコの   

中で弱く威圧，吸引するか，トラッブをつけて注意して威圧蒸留し，放射性物質がフラスコの中   

で水挿せたは霧中に含まれて留去されないように気をつける。  

3）沸騰を避ける。  

4）乾燥剤は硫酸，塩化カルシウムまたは乾燥用シリカゲルのいずれでもよぃ。  

5）この場合，蒸発によって失われるようなヨウ素その他は削れない。  

6）炎が出ないようにする。矩熱するときは，パイロメータつき電気炉が最もよい。原則として灰   

化はまず，有機物を炭化させ，つぎに硝酸少量を加えて強熱し，よく酸化して白色の灰分とする。   

ただし．鉱酸を使うと電気炉が侵されるから注意を要する。灰分が白色にならないときは希硝酸   

を加え，ガスバーナーを用いて灰化を繰り返す。  

7）なるべく遊離の石肖酸を追い出す。必要在らば更忙水を加えて加熱する。  
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第5．1表  陸水の放射能調査記録例  

計  数  装  置  0 0 製   A － Ⅹ型   

計  数  台  × × 製  B － Y 型   

使  用  計  数  管  △ △ 製   C － Z 型   

マ イ カ 忽 の 厚 さ   00mg／c㌦   

窓 か ら の 距 離  ○段 目  （約00mm）   

比  較  試  料   U308   

試料 ザ ラ の形状材質  ステンレススチール製内径25mm   

担 当 者  

上水（試料：】J）  

試料  比較試料計数率  

採水地  採水部位  水温  採 水  測 定   （除バックタラ   
Oc  年月日  年月日  ウンド計数室）   ウノド計数率）  pOi／J   

考  

番号  epm  mg／〃   

9．5士1．】  
ロ  00区 00研究所  蛇口   24  000 9．00AM  00〔）  （84mg）   

】7、3±0．5   0．6±0，7   2．4   8．4  ろ過しない   

2  00貯水池 ○（⊃取入口  原水   19  000 3．00PM  000   25．4±1．3 （203mg）   17．3±0．5   2．3±0．8   7．4  20．3  〝   

（注）採水時に最も近h降雨の日時を併記する。  

○月○日○時 降雨あカ   

井水（試料：】J）  

試料  
地衣か  採水  

採水地  らの探  考   

番号  さm   年月日   

Cpm   epm   epm／J   p（〕i／イJ   

口  CC区COT目   7  25  沈殿少量  000  000   13．3±1．2  17．5±0．5   1．3±0．】   4．3   
／′   ／′   〝   ／′   〝   

105  沈殿あゎ，ろ過   
】一沈  2．6±1．8  】7．5±0．5   1．8±0．】   8．n  40（灰分）  （No5A）ろ過部分  

沈殿部分   

注） 上水の例忙準ずる（省略）   



天水（試料：】／）  

試料  
試料計数率  

比較試料計数料  （除バック  放射能  

採 水 地  水温  クラウン■ド  濃塵三  備   考  

番号  

℃   Cpm   Cpm  計数率） Cpm／J  pci／J  

砂利層】cmを通す  
CC帰CC彪  2】  透明  000  000   41．4士1．5   ユ7．5±0．5   】2．2±1．】   43．8  36．5水層コンクリート製1．5×1．5×4m  

水量約2，000J  
ろ過しない  

降ケ始めの雨はよく気をつけて入れてぃ  

ない   

荘） 上水の例に准ずる（省略）  

河川水，湖沼水，飽水（試料：】J）  

試料  比軒試料計数輩  

考   

番号   採 水 地  探さ m  水温 Oc  外 観  採水 年月日  測定 年月日   （讐㍍表芸ラウ）  

備  

Cpm   Cpm   cp汀t／J   pCiパ   

00町○こコ也   2   2．5  24．8±1．3   17．8±0．6   7．8士1．6   26．1   203  ろ過しない   
靂   

注）上水の例に準ずる（省略）  

施設排水（試料：】／）  

試料  比較試料計数率  

備  

℃   
考   

番号   採 水 地   
数 率  

Cpm   Cpm   借バッ窟ラウ昔 Cp恥／／   

00事業所  13．3士1．2   】7．5±0．5   1．3士0．1   43   1．05   ろ過しない  

放水口   



第6章 農 作 物  

6．1 試料採取法   

農作物は種類も多く，また作付面積や収穫期をども異をるので，いずれもその地域．圃場を代表  

するエうな試料を採取することが望れレゼ  

1．穀 類  

米麦につぃては，収穫期に行う。水稲の試料採取は屈場内に生育が平均的と思われる場所を数  

ケ所を選び，その一定面積上を刈力取る。さらに，平均的な穂揃いの株を選びこれらをダッコク  

して試料とする。陸稲，麦類の採取法も上記に準じて行う。  

2．葉菜類  

栽植密度が比較的密で広い所で栽培されている場合には，圃場内の各うねから，数列おきに比較  

的均一である場所を数ケ所選び採取する。  

3．根菜類  

採取法は2に準ずるが，採取した試料から，さらに大きさ．重さなど平均的なものを選びだす。  

4．牧 草  

牧丘地の広さに応じて，等面積に数一十教区画に区分し，各区分の中心部における一定面積上  

の牧草を採取する。  

5．茶  

茶葉の採取時期は摘採適期（出開慶60～70ウ昌）に行うことが望せしい。茶の場合は，茶幹，  

根よ少葉が重要であるので，普通生長点と上位三乗を摘む。  

6．2 測定試料の調製法  

2 
（1）乾燥試枇，そのせせあるいは必要に応じて粉砕し，その一定量臨蒸発ザラにとカ，電   

気炉中で，はじめ低温で炎が出ないように注意して徐々に加熱炭化し，更に500℃をこえ夜い程  

度で灰化する。   

（2）灰化した試料は冷却後，全灰分の重量をはかカ，その中から500mgを測定用試料ザラ（ステン  

レススチール製，内径25mm）にと♪，7セトンで試料を湿して一様に拡げ，赤外線ランプで乾  

燥し，放射能測定用試料とする。  

6．3 放射能の測定および計算  

第2章放射能計測基準にしたがって測定し，次式から新鮮重】g当カの放射能濃度を計算する。  
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a＝a′xKx】0‾2 （pOi／g生）  

ここで a：新鮮重】g当力放射能汲度（pCi／g生）  

a′：灰分1g当力放射能濃度（pOi／g灰分）  

K：灰 分（留）  

6．4 放射能調査記録例   

第6．1表に記録例を示す。  

】）洗浄の条件によっては放射性物質がかなカ洗い流されるので，通常の野菜，果実類は単に土砂   

を戦ゎ除く程度に水洗し，穀類は洗浄しないことにする。調査の目的によって他の洗浄方法を採   

用してもよいが，その洗浄条件を巨巧言己する必要がある。   

2）例えば穀類50～】00g，茎葉5～】Og，茶15g位が適当である。  
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第6．1衆 農作物の放射能調査記銀例  

計  数  装  置  0 0 製 A X 型   
言†  数  台   × ×  B Y 型   

使  用  計  数  管   △ △  C  Z  型   

マ イ カ 窓 の 厚 さ   0 0 mg／cm2   

轟 か ら の 距 離  ○ 段 目（約 00mm）  

比  較  試  料  KCl  

試料ザラの形状材質  ステンレススチ鵬ル製内径25rれm   

綾 当 者  

試料  
潔－  

種類部位  

番号  入手境所   r讐ノミ．ざ品窟墓）  
灰分勤Omg当カ  lg当カ  

g   喀   Cpm   Cpm   Cpm   p（コi p（コi   

ロ  ほうれ捷）  m  000  000   20  3．02   76．2士2．7   ユ5．0±0．4   92＋3   240  14  

30  緑 葉 新 芽  CC郡CO   000  000   】5   4．】   74．0士2．5   】9．1±0．5   115士4   294  24  

150  牧 葦 地上部  り○市CC町   000  000   20   5．3   75．2士30   17．6±0．4   15．8士1．5   5．2   0．6  

＃ 葉菜等の水洗前後折頚IJ定する場合は部位の項に（水洗前）（水洗後）と記入する。   



第7葦 牛  

7．1 試料採取法   

なるべく多数頭よ少しほ少とったものを供試料とする。試料はなるべく早目に秤量あるいは刺客  

する。時間がたつとクリーム，脱脂乳の2層に分離し，試料が不均一とをる。もし二層に分離し   

た試料を用いねば浸らぬときは十分に混合し，さらに容器壁に付着した成分をできるだけ完全に分  

離して試料に加える。せた長時間置かねばならぬときは防腐剤として牛乳1Jにつきホルマリン   

】0舶を添加する。  

7．2 測定試料の調製  

（1）牛乳】00mlを碇器蒸発ザラにとカ，水浴上で濃縮乾固したのち，徐々に熱を加えて炭化し，  

更に500℃をこえなぃ程度で電気炉中で灰化する。冷却後，灰化不十分な場合には，ガスバーナー   

上で静かに加温しつつ，過酸化水素水（309邑）3～5mlを注意しながら，徐々に加え，乾燥後  

また電気炉中に入れ，充分灰化するせでこの操作を繰力返す。  

冷却後，全灰分量を定量し，そのうちから500mgを測定用試料ザラ（ステンレススチール製  

内径25mm）にとカ，7セトンで湿して，一様にひろげ赤外線ランプで乾燥して放射能測定用試  

料とする。  

7．3 放射能の測定および計算   

第2章放射能計測基準にしたがって測定し，次式から新鮮物1ml当カの放射能濃度を計算する。  

a ＝ a′× K （pCi／／新鮮物1ml）  

ここで a：新鮮物】ml当bの放射能濃度（pCi／新鮮物1rn1）  

a′：灰分1g当bの放射能濃度（pCi／灰分］g）  

K：灰  分（g／ml）  

7．4 放射能調査記録例   

第7．】表に記轟例を示す。   
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第7．】表 牛乳の放射能調査記録例  

計  数  装  置  00製   A － Ⅹ 型   

計  数  台  × X 製   B － Y 塑   

使  用  計  数  管  △ △ 製   C － Z 型   

マ イ カ 窓 の 摩 き   00汀－g／e㌔   

窓 か ら の 距 離  n 段 目 （約00mm）  

比  較  試  料  KCl  

計料ザラの形状材質    ステンレススチール製内径25mm   

担 当 者  

試料  手取  分  

種類  入手場所  
放射能濃度（含K）   備  

重畳  
考  

番号  毎月日   

灰分500mg当少  当  カ  

ml   c prn Cpm   epm  pCi   pOi   

200  牛乳  00市 C〉○町  000  ○（⊃○  100   0．78   78．6士3．6   1臥2±0．6   18．2士2．4   9．7   0．1  



第8葦 土壌および海底堆積物  

土壌おエび海底堆穣物の放射能測定法としで大面積GM計数管による直接測定法を掲げる。  

8．1 土  壌   

8．1．】 試料採取法  

土壌の採取地は，その地域の地形，地質，土壌の性質孜どのほか．その地域の気象条件を考慮   

し，登らに兼耕地土壌の場合には，周囲に障害物のをく，常時土面が霧出してお力，侵食蓼崩壊讐   

人為的擾乱および植生をどの影響が少浸い讐平連な場所を選ぷ。せた農耕地の場合には，土地利   

用形態く地目）讐作物の種類彙および栽培，滝月巴，潅がぃ孜どの諸条件を考慮して圃場を選び，   

その地域あるいは斎場を代表する性質を備えた土壌を採取することが望ましh。   

（l）束 耕 土  

未耕土で単位面積当かの放射能蓄積量をも同時に求める場合は，tt選定された一定面接の採  

取地’’内に土壌採取地点を数～30ケ所ぐらh設定し，その面棟で深溝0～2ごm，2～】8應m  

のこ層を採取する。  

（2）耕  土  

耕地から土壌を採取する場合姓“選定された一定面積の採取地’’内に，土壌採取地点を数～  

10ケ所設定し，各地点の作土および心土層の二層を   

対象紅試料を採取する。この場合，第8，1園のようを鉄   

製円筒状土壌採取器を用わると採取は容易であるロ  

8．l．2 試料調製法  

各地点から採取した土壌は，新鮮董をはかりたのち，  

層別に混合し，清浄をステンレス板，ブラスチック夜怒   

どに拡げ，直射日光をさけて風発する。その間時々指で   

土塊を破砕し，しばしば授伴するひ植物根がある場合はこ   

れを除き，十分凰乾したのも秤量し，暮らにその嘲定量   

を2mmのふるわを通して小石を除き義金豊を秤量して，  

t一風乾綿土ガの全土壌紅対する首分賽を算出しておく。 第8．1図 土壌採取器  

なか凍土は広口ビンかポリエチレンなどの袋に入れて保  

存し，放射能測定に供試する僚，その一定量（2～5g）を秤量ビンにとカ105～ユユ0℃で  

叫夜乾燥して短豊を求め，その乾士言分率（永分含量の補正）を貸出しておく。採取面凍雷豊新  

】 2 
鮮董，紳士首分審よび乾土首分掌ゝら単位面積当至への換算係数を如ておく。  
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8．1．3測定試料の搬法 
3）   

凰乾調製した紳士を測定用試料ザラ（ステンレススチール製，内径50mm高さ8血m）に5 －  

】Ogをとか秤量して重量を求める。少量のアセトンを加えて懸濁させ，赤外牌ランプ下で乾焼  

して放射能測定用試料とする0  

8．2 海底堆積物   

乳2．】 試料採取法と保存  

試料採取地点は潮流，底質，水採をどを考慮し，選定する。採取器は，採取場所の状況に応じ  

て使いわけられるが，一般にはグラブ式，ドレッジ式，採泥器が用ぃられる0  

（＝ グラブ式（スミスマッキンタイヤ採泥器）の場合軋ワイヤーの先端に採況器を取炉付けワ  

イヤーをくゎ出し，着直が確かめられたら直ち忙捲き上げる。採取された海底土は，表面から一定  

の探さを移植ゴテなどを用いてすくい取れポリエチレン容器（3～5J）に取力必要ならばホ  

ルマリンまたはエチル7ルコールを加え保存する。  

なお，試料採取量が少夜くてよい場合は，エクマン㌧ページせたはマルカ一式採泥器が便利であ  

る0  

く2－ ドレッジ式（カンナ塑採泥器）の場合，水深の3～4倍の長さのロープを採泥器に戦力軽け  

採泥器を黄塵させ，ロープをのばし短を移動させ採先を行りた後，船を7ノカーで固定し，ロー  

ブをたぐカ採況器を引き上げ，取出しロから泥を取力容器に移し保存する。  

8．2．2 試料調製法  

試料をよく混合したのち孔径2mmの金属ふるhに通す。分別忙潅水せたは蒸留水が必要な場合  

はなるべく少量を用いる。ふるいを通した試料を水き少した後】】0℃で乾燥し乾燥重量を軋定  

する。試料が塊状に夜りた場合は，乳鉢敢どで粉砕する。  

8．2．3 軒琵試料の調製法  

8．1．3参照。  

風乾細土全量（g）  
】）畑土百分率（肇）＝   

2）乾土石分掌（飾）＝   

×】00  

×100  

全新鮮 豊（g）  

乾土恒量値（g）  

風乾紳士の量（g）  

3）内径25mmの測定用試料ザラしか入らをh測定台を使用する場合は，全放射能測定法（昭和35   

年）の塩酸抽出法による。  
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象3 放射能の測定および計算  

8．3．1 土  壌  

窓直径50mmの大面積端蘇型GM計数管を用ぃ第2葦放射能計測基準にしたがって針刺し，乾土   

1g当身の放射能濃度およぴ1ぬ㌔当わの放射能濃度を計算する。   

紬，漸淀時把風乾鮎をl。5～11。℃で乾染して凍醜乾士軽量値よ帽士首分計  

算しておく。  

㌔＝㌔×豊（pCi／g），陥w才×蓋（g）   

aニa〝xwガ×（mCi／kg）  

乞こで，D：乾士首分掌（感）  

a：1km2当カの放射能濃度（mCi／血㌔）  

a′：風乾綿ニヒ1g当少の放射能濃肛（pCi／g）  

a”：監土1g当カの放射能濃度（pCi／g）  

げ：乳乾軋ヒ全長（g）  

〝             W：乾土食違（g）  

S：試料採取面積（cm2）   

8．3．2 海底堆瑞物  

窓直径50mmの大面積端窓型GM計数管を用い第2葦放射能計測基準濫したがって剰定し，   

乾土（乾漁獲稗物）1g当カの放射能濃度恕計算する。  

8．4 放射能調査記録例   

第8．1表，第8．2表に記録例を示す。  
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第8．】表 土壌の放射能調査記録例  

言十  数  装  凰  0 0 製 A － Ⅹ 型   

計  数  台  × × 製 B － Y 型   

使  用  計  数  管  △ △ 製 C － Z 型   

マ イ カ 窓 の 厚 さ   Omg／cm2   

窓 か ら の 距 離  ○ 段 目（約Omm ）   

比  較  試  料   KCl   

計料 ザ ラ の形状材 質  ステンレススチール製内径50mm   

担 当 者  

地点  

面積  

番号   
j  備 考  

乾土1g当カ  mCi4㌶   
epm   Cpm   epm   pOi  

】】4】  31SH4】  000  38芸畑・土】Om  mm 0〆×0 円筒  



第8．2東 海底j桂根物の放射能摘二色紙鍵伽  

計  数  装  置   0 0 梨 A －  Ⅹ 型   

計  数  台   × × 製 B － Y 型   

使   用   計   数   管   △■ △ 梨 C －  Z 型   

マ イ カ 窓 の 偉 さ   ○（mg／ヰ㌦）   

窟 か  ら の 距 離   ○ 段 臼 （約Omm）   

比  較  試  料   KCl   

討料 ザ ラ の形状材・円   ステ／レススチール製内径50mm   

担 当 者  

地点  試 料  採 取   採 取 個 所  採 取  乾土  測 定  比較試料吉寸教室  

パックタラウ 

【警ご；・孟表芸 j  数  ）   考   

乾土】g当少  
g   epm   epm  epm   p（コi  

○（⊃沖  エクマン  

M・一触】  ○（⊃○  砂 泥   7m   ノて－シ  

5001n  操舵器  



宕9章 海 産 生 物  

9．1 試料採取法と保存  

（1）海産生物はその種類によって食性，生態及び分布状況などが著しく，異なるから，調査の目的  

に沿りた生物種を選定する必要がある。  

目的によっては周年採取できるよう夜種類を選定することも必要である0  

1．魚  類  

対象魚種及び漁場の条件控応じて適当恵漁具を用いる。試料は同量量のエチルアルコールを  

加え容器に保存する。  

2．附着生物  

採取にはスクレイパー，磯ダガネなどのかきとカ用具と，たも，かどをどを準備，これらの  

容器で受け恵がらかき落す。この時死穀が混入し恵hように注意する。これらの試料揉なるべ  

く早く肉質部を取少出し，同重量のエチル7ルコールを加え容器に保存する0  

3．海  藻  

有用海藻の場合は地域によって採取時期が定められている場合が多いので，地域の漁業協同  

組合などに採取依頼して採取清人するのが良い。水面下に生えている未利用海藻をど揉，クマ  

デなどの採取用具を用いるか水中に入ってむし力戦る。海藻類には他の生物が付着している場  

合があるので，これらを出来るだけ取少除き，汲水で洗い水切少後秤量し風乾して保存する0  

9．2 測定試料の調製法  

（1〉 試料の固体が大きい場合にほ必要に応じて，外皮（カラ），筋肉内藤諸器管をどに分割する0   

ほ）試料の湿重量を測定したのち，70～ユ】0℃で数時間通風乾燥した後，ガスで炭化し，蔓らに電   

気炉中で500℃をこえをい程度で充分灰化する。試料の保存に用いた，7ルコールは蒸発，乾   

固，灰化して試料成分忙含める。  

（3き灰化した試料は，冷却後，全沃身の重畳をはかう，そのをかから500m試料ザラに採う，  

7セトンで試料を湿して一様にならし，赤外線ランプ下で乾決し，放射能測定用試料とする0  

9．3 放射能の測定および計算   

第2葦放射能計測基準忙したがって測定し，次式から新鮮重1g当たカの放射能濃度を計算する0  

ユ）灰分500mgが得られなわ場合は，その全量を用ぃ結果紅そのことを付記する0  

－38－   



a＝ a′×K xlO‾2（pCi／′新鮮重1g）  

ここで a：新鮮重1g当たカの放射能濃度（pCi／新鮮種】g）  

乱′：灰分】g当たカの放射能濃度（pCi灰分】g）  

K：灰分（努）  

9．4 放射能調査記録例   

第9．1表に記録例を示す。  

－39一   



第9．】東 海産生物の放射能調査記録例  

計  数  装  置   0 0 製   A 叫 Ⅹ 型   

計  数  台   × × 製  B － Y 型   

使   用   計   数   管   △ △ 製  C － Z 塑   

マ イ ク 窓 の 厚 さ   0 0mg／乙㌦   

悪 か  ら の 距  離   ∩ 段 目（約00mm）  

比  較  試  料  KCl  

計料ザラの形状材質  ステンレススチ・一ル製内径25mm   

担 当 者  

採取  
採取個所  層  およぴ  放射能濃度（含K）  備  考  

年月日   年月日   

灰分500mg  
感   epm   Cpm   当カepm  p（〕i   当カp（コi   

げd沖  7ジ  

げdN  〔ⅩⅩ：0   ㊤F混合   
年  年  

69．8±1．9   】臥ユ±0．8  517．5±4，3   29．24   39．5  

げ01E     ○月○日   ひき（王動物）   

〔丈XX〕   かれレヽ  

年  年  69．0±1．9   12．8士1．9   31．7士l．4   73．2   l．】  

○月○日  （敏肉）   



付 録Ⅰ  

本マニ7ルと1g＝63年慶版「全放射能測定法」との改訂内容は下記のとおカである   

肘 表題「放射能測定法」を「食べユタ放射能測定法」とした。   

ほ〉 この分析法の誤まった使用を避けるため，序論で全ベータ測定の意義と適用範囲を述べた。   

刷 データの表示を次の如く行うこととした。   

摘 自然放射能の寄与をも含めて表示する。   

河 計測値がN≦3dNの場合には犠検出されずガ と表示する。   

棚 海永の共沈法として，従来の鉄バリウム法の飽軋 S9Fe．60co，65zn．10‘RⅥ 等  

を効率エく共沈させる硫化コバルト法を加えた。   

（5）陸水の葦に新たに施設排水を加えた。  

掩）嘗産物憶牛乳を対象とした。  

け〉 土壌，海底堆積物の測定法は塩酸抽出による方法を省略し，大面積GM計数管を用いる直接判  

定法を加えた。  

なお㍉今回の改訂に際しての主旨等については，第1葦序論に詳細に述べてあるので参照されたい。  

ー41－   



文部科学省放射能測定法シリーズ  

1．全ベータ放射能測定法   

2．放射性ストロンチウム分析法   

3．放射性セシウム分析法   

4．放射性ヨウ素分析法   

5．放射性コバルト分析法   

6．NaI（Tl）シンチレーションスペクトロメータ機器分析法   

7．ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー   

8．放射性ジルコニウム分析法   

9．トリチウム分析法   

1仇 放射性ルテニウム分析法   

1l義 放射性セリウム分析法   

12．プルトニウム分析法   

13．ゲルマニウム半導体検出器等を用いる機器分析のための試料の前処理法   

14．ウラン分析法   

15．緊急時における放射性ヨウ素測定法   

16．環境試料採取法   

17．連続モニタによる環境γ線測定法   

18．熱ルミネセンス線量計を用いた環境γ線量測定法   

19．ラジウム分析法   

20．空間γ線スペクトル測定法   

21．アメリシウム分析法   

22．プルトニウム・アメリシウム逐次分析法   

23．液体シンチレーションカウンタによる放射性核種分析法   

24．緊急時におけるガンマ線スベタトロメトリーのための試料前処理法   

25．放射性炭素分析法   

26．ヨウ素－129分析法  

昭和51年9月（2訂）   

昭和58年12月（3訂）   

昭和51年9月（l訂）   

平成 8年3月（2訂）   

平成 2年2月（l訂）   

昭和49年1月   

平成 4年8月（3訂）   

昭和51年9月   

平成 8年3月（l訂）   

平成 8年3月（1訂）   

昭和52年10月   

平成 2年11月（l訂）   

昭和57年7月   

平成 8年3月（1訂）   

昭和52年10月   

昭和58年12月   

平成 8年3月（1訂）   

平成 2年2月（1訂）   

平成 2年2月   

平成 2年2月   

平成 2年11月   

平成 2年11月   

平成 8年3月（1訂）   

平成 4年8月   

平成 5年9月   

平成 8年3月   



全ベータ放射能測定法  
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